
研
究
ノ
ー
ト

戦
後
台
湾
遷
占
者
国
家

　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
「
外
省
人
」

党
国
体
制
下
の
多
重
族
群
社
会
再
編
試
論
・
そ
の
一

一
　
は
じ
め
に
ー
遷
占
者
国
家
と
し
て
の
戦
後
台
湾
国
家
と
「
外
省
人
」

若
　
林
　
正
　
丈

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
台
湾
で
は
政
治
体
制
の
民
主
化
が
進
展
し
た
。
「
党
外
」
と
呼
ば
れ
た

民
主
化
勢
力
が
長
期
施
行
の
戒
厳
令
に
抗
し
て
野
党
民
主
進
歩
党
（
民
進
党
）
を
結
成
し
国
民
党
の
一
党
支
配
体
制
が
崩
れ
、
国
民
党

の
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
蒋
経
国
の
後
を
継
い
だ
は
じ
め
て
の
台
湾
人
総
統
（
兼
国
民
党
主
席
）
の
李
登
輝
の
下
で
、
い
わ
ゆ
る
「
万
年
国

会
」
の
全
面
改
選
と
総
統
の
直
接
選
挙
が
実
現
し
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
春
の
第
二
回
総
統
直
接
選
挙
で
は
、
民
進
党
の
陳
水
扁
が

当
選
し
、
初
め
て
の
政
権
交
代
が
平
和
裏
に
実
現
し
た
。

　
こ
の
民
主
化
の
過
程
が
、
ま
た
「
台
湾
と
は
何
か
？
」
「
台
湾
人
と
は
何
者
か
？
」
を
争
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
が
発
現
す

る
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
今
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
一
国
家
二
制
度
」
方
式
に
よ
る
国
家
統
一
を
目
指
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す
中
国
の
圧
力
に
対
抗
し
て
、
前
総
統
李
登
輝
は
一
九
九
九
年
七
月
台
湾
と
中
国
と
は
「
特
殊
な
国
と
国
の
関
係
」
で
あ
る
と
す
る
、
　
鵬

い
わ
ゆ
る
「
二
国
論
」
を
主
張
し
て
、
一
時
台
湾
海
峡
に
緊
張
が
走
っ
た
こ
と
は
、
い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
現
総
統
の
陳
水
扁
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

二
〇
〇
二
年
八
月
「
二
国
論
」
と
同
曲
の
コ
辺
一
国
」
（
中
・
台
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
国
）
と
い
う
位
置
づ
け
を
試
み
て
、
北
京
か
ら
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究

の
反
発
を
呼
ん
だ
。
政
治
指
導
者
の
こ
の
よ
う
な
試
み
を
生
む
背
景
に
は
、
台
湾
政
治
に
お
け
る
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
が
あ
　
田

倹
た
め
に
台
湾
住
民
の
ナ
・
・
ナ
ル
・
ア
・
デ
ン
テ
ィ
テ
・
を
争
・
政
治
が
台
湾
内
部
で
・
ム
・
湾
海
峡
を
・
た
い
で
発
現
・
て
い
ゑ
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

台
湾
内
部
で
は
、
こ
れ
に
台
湾
社
会
の
重
層
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
関
係
が
連
関
し
、
文
化
多
元
主
義
的
な
国
民
統
合
政
策
が
始
動
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
。
約
言
す
れ
ば
、
民
主
化
と
と
も
に
戦
後
台
湾
国
家
の
国
家
・
国
民
再
編
が
進
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
台
湾
を
め
ぐ
る
重
層
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
様
態
の
解
明
を
当
面
の
研
究
課
題
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
議
論
の
構
築
の
一
環
と
し
て
民
主
化
の
対
象
と
な
っ
た
戦
後
台
湾
国
家
の
性
格
を
、
「
遷
占
者
国
家
」

と
し
て
明
ら
か
に
す
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
、
「
遷
占
者
国
家
」
と
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ジ
ン
バ
ブ
エ
（
ロ
ー
デ

シ
ア
）
の
現
代
政
治
史
の
比
較
対
照
か
ら
政
治
学
者
の
ワ
イ
ツ
ァ
ー
（
菊
〔
二
P
帥
一
α
　
ぐ
く
、
Φ
一
け
N
Φ
円
）
が
導
き
出
し
た
概
念
で
あ
る
。
ワ
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ア
ー
に
よ
れ
ば
、
遷
占
者
国
家
（
ω
Φ
酢
辞
一
Φ
円
　
ω
叶
曽
一
Φ
）
と
は
、
外
か
ら
の
移
住
者
集
団
（
ω
Φ
巳
興
ひ
q
δ
弓
）
が
土
着
集
団
（
8
江
く
①

σq

ﾂ
弓
）
に
対
し
て
優
越
的
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
編
成
さ
れ
た
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
移
住
者
集
団
が
出
身
母
国
か
ら
法
的
に
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
事
実
上
（
α
Φ
　
一
伍
「
Φ
　
O
『
　
α
Φ
　
｛
鋤
〇
一
〇
）
独
立
し
た
国
家
を
自
律
的
に
維
持
し
て
い
る
場
合
の
、
そ
の
国
家
を
言
う
。
つ
ま
り
、
あ
る

国
家
が
遷
占
者
国
家
で
あ
る
の
は
、
（
イ
）
あ
る
社
会
に
お
け
る
移
住
者
集
団
の
土
着
集
団
に
対
す
る
優
越
性
、
お
よ
び
（
ロ
）
そ
の

社
会
の
上
に
立
つ
国
家
が
出
身
母
国
か
ら
少
な
く
と
も
事
実
上
独
立
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
条
件
が
同
時
に
満
た
さ
れ
る
場
合

で
あ
る
。
移
住
者
集
団
の
優
越
性
が
保
持
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
ま
た
は
移
住
者
の
出
身
母
国
か
ら
の
独
立
が
失
わ
れ
た
と
き
、
あ

る
い
は
そ
の
双
方
の
事
態
が
同
時
に
発
生
し
た
と
き
、
そ
の
政
治
体
は
遷
占
者
国
家
で
は
な
く
な
る
。
一
九
六
五
年
に
少
数
白
人
植
民



者
が
植
民
地
母
国
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
独
立
に
踏
み
切
っ
た
ロ
ー
デ
シ
ア
の
場
合
は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
武
力
解
放
闘
争
を
経
て
八
〇
年

四
月
土
着
民
族
優
位
の
政
府
が
国
際
的
承
認
の
下
に
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
、
少
数
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
優
位
の
支
配
が
行

わ
れ
て
い
た
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
多
数
派
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
住
民
の
反
発
が
I
R
A
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
軍
）
に
よ
る

テ
ロ
の
頻
発
な
ど
の
形
で
強
ま
る
と
、
七
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
の
効
力
を
停
止
し
直
接
統
治
に
踏
み
切
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
に
よ
り
、
遷
占
者
国
家
で
は
な
く
な
っ
た
。

　
一
方
、
内
乱
な
い
し
内
戦
の
結
果
、
あ
る
勢
力
が
一
定
の
領
域
を
長
期
に
わ
た
っ
て
割
拠
し
、
か
つ
対
外
的
に
あ
る
程
度
以
上
独
立

国
家
と
し
て
の
振
る
舞
い
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
領
域
内
で
（
イ
）
の
状
況
を
保
持
す
れ
ば
、
そ
こ
に
遷
占
者
国
家
的
政
治
体

が
出
現
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
四
九
年
ま
で
全
中
国
を
曲
り
な
り
に
統
治
し
て
い
た
中
華
民
国
が
実
効
統
治
領
域
を
縮
小
し
て
台
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

国
家
化
し
て
成
立
し
た
戦
後
台
湾
国
家
が
こ
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
戦
後
台
湾
国
家
は
、
台
湾
史
上
初
の
「
遷
占
者
国
家
」
で
あ
っ
た
。

前
記
（
イ
）
に
つ
い
て
見
る
と
、
戦
後
台
湾
で
は
、
国
民
党
の
領
袖
蒋
介
石
と
と
も
に
来
台
し
た
大
陸
出
身
者
（
「
外
省
人
」
、
後
述
）

の
エ
リ
ー
ト
集
団
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
民
主
化
の
時
期
ま
で
政
治
・
軍
事
の
命
脈
を
握
り
、
経
済
的
・
文
化
的
側
面
も
か

な
り
の
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
。
こ
の
外
省
人
集
団
が
戦
後
台
湾
の
遷
占
者
集
団
で
あ
る
。
筆
者
の
見
通
し
で
は
、
戦
後
台
湾

の
遷
占
者
国
家
は
、
一
九
五
〇
年
代
を
通
じ
て
確
立
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
以
降
、
台
湾
の
「
中
華
民
国
」
の
対
外
的
正
統
性
が

摩
滅
し
て
い
く
中
で
戦
前
か
ら
台
湾
に
居
住
す
る
土
着
の
「
本
省
人
」
エ
リ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
反
体
制
勢
力
（
8
0
0
ω
三
〇
昌

h
o
容
Φ
）
が
成
長
し
て
い
く
時
期
を
過
渡
期
と
し
て
、
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
政
治
体
制
の
民
主
化
と
そ
れ
に
付
随
す
る
「
本
土
化
」

（
現
地
化
な
い
し
台
湾
化
）
に
よ
り
、
遷
占
者
優
位
は
崩
壊
し
て
い
く
。
ま
た
、
（
ロ
）
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
の
間
、
上
に
触
れ
た
よ

う
に
、
米
国
の
支
持
の
下
で
大
陸
の
中
華
人
民
共
和
国
に
対
し
て
事
実
上
の
独
立
を
維
持
し
て
い
た
し
、
民
主
化
と
と
も
に
遷
占
者
優

位
が
崩
壊
し
た
後
も
そ
れ
は
維
持
さ
れ
続
け
て
い
る
。
同
時
に
、
「
中
華
民
国
」
の
国
号
・
国
旗
は
保
持
さ
れ
、
「
中
華
民
国
憲
法
」
も
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大
幅
な
修
正
を
受
け
た
が
廃
棄
は
さ
れ
て
は
い
な
い
、
つ
ま
り
遷
占
者
優
位
は
崩
壊
し
た
が
遷
占
者
が
戦
後
持
ち
込
ん
だ
国
家
の
枠
組

み
は
、
大
幅
に
変
更
さ
れ
な
が
ら
捨
て
ら
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
特
異
な
状
況
に
あ
る
。

　
ワ
イ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
遷
占
者
国
家
の
安
定
に
は
次
の
三
つ
が
必
須
で
あ
る
。
①
政
治
的
権
威
と
強
制
権
力
の
行
使
に
お
い
て
、

本
国
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
前
記
の
（
ロ
）
と
同
義
で
あ
る
。
②
土
着
住
民
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
輩
固
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

こ
と
。
③
遷
占
者
集
団
の
団
結
と
国
家
組
織
の
一
体
性
を
保
持
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
を
踏
ま
え
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

（
1
）
戦
後
台
湾
国
家
の
独
立
が
保
持
さ
れ
た
国
際
政
治
の
枠
組
み
、
（
2
）
そ
の
下
で
確
立
さ
れ
た
政
治
体
制
1
1
党
国
体
制
の
特
質
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

さ
ら
に
（
3
）
そ
の
党
国
体
制
の
社
会
浸
透
に
よ
り
展
開
し
た
台
湾
の
多
重
族
群
社
会
の
戦
後
的
再
編
、
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
が
、
遷
占
者
国
家
と
し
て
の
戦
後
台
湾
国
家
研
究
の
課
題
と
な
る
。
（
1
）
と
（
2
）
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
別
の
形
で
す
で

　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

に
論
じ
て
お
り
、
ま
た
他
の
若
手
研
究
者
の
論
考
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
（
3
）
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な

い
。
（
3
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
に
は
、
①
政
治
エ
リ
ー
ト
の
あ
り
方
、
存
在
形
態
、
②
本
省
人
・
外
省
人
関
係
の
歴
史
的
起
源
、

③
台
湾
社
会
の
新
来
の
族
群
で
あ
る
外
省
人
集
団
の
社
会
的
相
貌
の
解
明
、
さ
ら
に
は
、
④
本
省
人
・
外
省
人
関
係
と
国
家
と
の
か
か

わ
り
（
国
家
は
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
ど
う
浸
透
し
た
の
か
）
な
ど
が
、
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
①
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

「
政
治
エ
リ
i
ト
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
二
重
構
造
」
と
い
う
見
方
を
提
出
し
て
い
る
の
で
、
小
稿
で
は
、
ま
ず
戦
後
直
後
の
過
渡
期
の
本

省
人
・
外
省
人
関
係
を
確
認
し
た
上
（
上
記
②
）
で
、
新
規
移
住
者
と
し
て
の
外
省
人
集
団
の
姿
を
概
観
し
て
み
た
い
（
上
記
③
）
。

紙
幅
の
関
係
で
、
④
に
つ
い
て
は
別
稿
に
期
す
こ
と
と
す
る
。
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一
九
四
五
年
、
日
本
の
無
条
件
降
伏
後
、
台
湾
は
一
〇
月
二
五
日
に
正
式
に
中
華
民
国
台
湾
省
に
編
入
さ
れ
、
統
治
組
織
と
し
て
台

湾
省
行
政
長
官
公
署
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
と
前
後
し
て
中
国
大
陸
か
ら
日
本
の
台
湾
総
督
府
機
構
や
在
台
日
本
資
産
の
接
収
な
ど
の
た

め
続
々
と
軍
・
政
要
員
が
來
台
し
、
こ
れ
ら
「
祖
国
」
か
ら
の
来
訪
者
は
、
台
湾
が
台
湾
省
と
さ
れ
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
「
台
湾
省

の
外
の
省
の
人
」
、
す
な
わ
ち
「
外
省
人
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
台
湾
省
籍
の
者
が
す
な
わ
ち
「
本
省
人
」
で
あ
る
。

　
翌
四
六
年
一
月
、
中
華
民
国
行
政
院
訓
令
に
よ
り
、
台
湾
の
住
民
は
、
前
年
の
一
〇
月
二
五
日
に
さ
か
の
ぼ
り
中
華
民
国
国
籍
を
回

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

復
し
た
も
の
と
さ
れ
た
。
今
日
に
も
続
く
本
省
人
・
外
省
人
の
区
別
の
法
的
根
拠
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
訓
令
に
よ
り
中
華
民
国
国
籍

を
回
復
し
た
人
々
（
日
本
統
治
下
で
は
、
日
本
人
が
「
内
地
人
」
と
さ
れ
た
の
対
し
「
本
島
人
」
と
呼
ば
れ
た
）
が
本
省
人
、
こ
の
訓

令
に
よ
ら
ず
中
華
民
国
国
籍
を
持
っ
て
い
て
台
湾
に
居
住
し
て
い
る
人
々
が
外
省
人
で
あ
る
。
戸
籍
認
定
は
父
系
単
系
主
義
に
よ
っ
て

い
た
の
で
、
本
省
人
男
性
の
配
偶
者
や
子
は
本
省
人
、
同
じ
く
外
省
人
の
配
偶
者
や
子
は
外
省
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
省
籍
の
区
別

は
そ
の
後
制
度
化
さ
れ
、
政
府
発
行
の
身
分
証
に
は
、
九
〇
年
代
ま
で
出
身
省
の
別
が
明
記
さ
れ
続
け
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
台
湾
の
中
華
民
国
編
入
に
よ
り
省
籍
別
の
住
民
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
行
政
的
に
設
定
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
の
こ

と
で
あ
る
。
後
の
民
主
化
期
に
本
省
人
・
外
省
人
の
関
係
の
問
題
が
「
省
籍
問
題
」
「
省
籍
矛
盾
」
と
い
っ
た
言
葉
で
意
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
が
「
問
題
」
「
矛
盾
」
と
意
識
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
住
民
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
別
が
政
治
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

す
る
、
あ
る
い
は
「
族
群
化
」
し
、
そ
の
結
果
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
族
群
（
①
芸
巳
o
σ
q
δ
后
）
は
、
通
常
「
共
通
の
出
自
を
持
つ

と
考
え
て
い
る
集
団
」
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
「
共
通
の
出
自
」
が
意
識
さ
れ
る
の
は
、
ひ
と
つ
の
全
体
社
会
の
中
で

相
互
関
係
に
入
っ
て
い
る
集
団
の
ど
れ
か
が
何
ら
か
の
不
平
等
を
意
識
す
る
か
ら
で
あ
る
。
台
湾
の
社
会
学
者
王
甫
昌
は
、
「
族
群
意

識
」
（
Φ
号
三
〇
〇
〇
づ
ω
o
δ
仁
の
口
Φ
ω
ω
）
と
は
、
自
己
の
属
す
る
集
団
の
置
か
れ
た
不
利
な
状
況
へ
の
知
覚
で
あ
り
、
次
の
の
三
つ
の
内
容

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
人
々
が
自
己
の
属
す
る
集
団
と
社
会
の
中
の
そ
の
他
の
集
団
と
の
間
に
意
識
す
る
差
異
の
知
覚
、
②
人
々
は
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自
己
の
属
す
る
集
団
が
不
公
平
・
不
平
等
な
処
遇
を
受
け
て
い
る
と
い
う
自
覚
、
そ
し
て
③
こ
の
エ
ス
ニ
ー
間
の
自
覚
さ
れ
た
不
平
等

を
正
す
た
め
に
人
々
が
行
動
に
参
与
し
よ
う
と
い
う
意
志
、
こ
れ
ら
で
あ
る
。
但
し
、
不
平
等
是
正
の
行
動
が
と
れ
る
か
ど
う
か
は
、

客
観
的
条
件
が
関
係
す
る
か
ら
、
③
は
「
族
群
意
識
」
成
立
の
不
可
欠
の
条
件
と
は
言
え
な
い
の
で
、
①
と
②
が
見
出
せ
れ
ば
、
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

に
「
族
群
意
識
」
の
成
立
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
③
に
い
う
行
動
の
意
志
が
政
治
過
程
に
投
入
さ
れ
る
状
況
を

「
族
群
の
政
治
化
」
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
政
治
化
」
の
過
程
に
お
い
て
、
単
な
る
住
民
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
す
ぎ
な
い
も
の
が
族
群

と
な
っ
て
い
く
（
族
群
化
す
る
）
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
中
葉
ま
で
、
ま
さ
に
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

が
台
頭
し
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
中
国
人
」
の
形
成
が
進
め
ら
れ
た
半
世
紀
に
中
国
大
陸
で
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
外
省
人
、
一

方
そ
の
間
「
本
島
人
」
と
し
て
日
本
の
植
民
地
支
配
下
に
あ
り
、
「
日
本
人
」
へ
の
曖
昧
な
ネ
ー
シ
ョ
ン
化
圧
力
の
下
に
あ
っ
た
本
省

人
と
は
、
文
化
的
に
は
同
じ
く
漢
族
と
自
他
共
に
認
め
る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
異
な
っ
た
「
共
通
の
出
自
」
を
意
識
し
や
す
く
、
そ

の
よ
う
な
意
味
で
族
群
化
し
や
す
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
た
だ
、
族
群
意
識
と
は
自
己
の
属
す
る
集
団
の
置
か
れ
た
不
利
な
状
況
へ
の
知
覚
で
あ
る
か
ら
、
人
口
上
の
少
数
者
で
あ
り
な
が
ら

優
勢
者
で
あ
る
外
省
人
は
自
己
を
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
族
群
と
は
意
識
せ
ず
、
ま
ず
本
省
人
が
、
自
己
を
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
中

国
人
で
あ
る
と
意
識
し
て
い
る
外
省
人
に
対
し
て
、
異
な
っ
た
「
共
通
の
出
自
」
を
意
識
し
て
族
群
化
し
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

日
本
植
民
地
統
治
下
で
、
自
己
を
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
日
本
人
」
と
考
え
る
内
地
人
に
対
し
て
、
不
利
な
状
況
下
に
置
か
れ
た

「
本
島
人
」
が
族
群
化
し
た
（
「
台
湾
人
意
識
」
の
誕
生
）
の
と
そ
の
契
機
に
お
い
て
は
同
曲
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
こ
の
よ

う
に
族
群
化
し
た
本
省
人
の
視
線
に
お
い
て
「
彼
ら
」
と
さ
れ
、
そ
の
本
省
人
と
同
一
全
体
社
会
内
で
相
互
関
係
に
入
ら
ざ
る
を
得
な

い
ゆ
え
に
、
外
省
人
も
ま
た
そ
の
限
り
で
他
者
の
視
線
の
中
で
は
族
群
化
す
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

　
そ
し
て
、
そ
の
族
群
化
が
、
戦
後
中
華
民
国
編
入
直
後
に
実
際
に
お
こ
っ
た
。
二
・
二
八
事
件
で
あ
る
。
こ
の
現
代
台
湾
史
上
最
大
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の
民
衆
暴
動
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
事
件
の
経
緯
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
述
べ
な
い
が
、
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
本
省
人
側
の
「
族
群
の
政
治
化
」
の
側
面
が
見
出
せ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
民
衆
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
台

湾
省
行
政
長
官
陳
儀
と
と
も
に
來
台
し
た
官
吏
の
著
し
い
腐
敗
と
兵
士
の
無
規
律
へ
の
失
望
と
怒
り
は
、
事
件
前
に
は
本
省
人
の
側
に

外
省
人
全
体
へ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
軽
蔑
を
生
ん
で
お
り
、
暴
動
の
最
中
に
は
街
頭
で
外
省
人
が
無
差
別
に
民
衆
に
殴
打
さ
れ
る
局
面
が

出
現
し
た
。
エ
リ
ー
ト
の
レ
ベ
ル
で
は
、
事
件
前
に
は
行
政
長
官
公
署
や
日
本
資
産
接
収
委
員
会
の
要
職
か
ら
本
省
人
が
排
除
さ
れ
、

か
つ
そ
の
理
由
と
し
て
本
省
人
は
日
本
統
治
下
で
「
奴
隷
化
」
さ
れ
て
き
た
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
陳
儀
の
性
急
な
「
祖

国
化
」
政
策
に
よ
り
中
華
民
国
編
入
後
一
年
で
新
聞
・
雑
誌
な
ど
で
の
日
本
語
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
へ
の
反
発
が
強
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

事
件
直
前
．
事
件
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
反
発
が
台
湾
省
政
へ
の
本
省
人
の
参
加
を
拡
大
す
る
要
求
と
し
て
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
若

蒋
介
石
が
派
遣
し
た
鎮
圧
軍
の
下
で
台
湾
人
エ
リ
ー
ト
の
系
統
的
な
検
挙
・
殺
害
に
よ
っ
て
報
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

か
く
し
て
本
省
人
の
「
族
群
の
政
治
化
」
は
聖
込
、
れ
、
四
九
年
以
降
も
党
国
体
制
の
確
立
と
と
も
に
そ
の
強
力
な
政
治
蒙
の
購

下
で
こ
の
状
態
は
続
き
、
か
つ
継
続
さ
れ
た
「
祖
国
化
」
政
策
（
学
校
教
育
や
マ
ス
コ
ミ
支
配
を
通
じ
た
上
か
ら
の
国
民
統
合
政
策
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掲

に
よ
る
「
中
国
人
」
へ
の
同
化
も
進
展
し
た
。
し
か
し
、
遷
占
者
国
家
と
し
て
の
戦
後
台
湾
国
家
に
お
い
て
は
、
政
治
化
の
原
因
と
な
　
叡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

っ
た
不
平
等
は
そ
の
ま
ま
残
り
、
い
っ
そ
う
構
造
化
し
た
。
政
治
警
察
の
抑
圧
に
よ
り
、
本
省
人
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
意
識
の
政
治
的
表
　
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

出
は
抑
え
込
ま
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
例
え
ば
本
省
人
に
お
け
る
反
外
省
人
．
反
国
民
党
感
情
の
反
射
と
し
て
の
「
親
日
感
情
」
の
底
　
諸

流
、
そ
し
て
外
省
人
の
そ
れ
へ
の
不
信
感
と
い
う
か
た
ち
で
エ
ス
ニ
・
ク
な
相
互
反
発
の
隠
微
な
表
出
は
続
き
、
教
育
の
普
及
や
経
済
離

発
展
や
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
社
会
的
に
は
漸
進
的
な
融
合
が
進
ん
だ
も
の
の
、
政
治
的
に
は
「
省
籍
」
は
一
貫
し
て
敏
感
な
も
の
　
飴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦

で
あ
り
続
け
て
、
民
主
化
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
省
人
の
二
・
二
八
事
件
に
お
け
る
行
動
は
、
国
家
に
対
す
る
反
乱
と
し

て
断
罪
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
省
人
の
社
会
主
義
者
の
中
に
は
ま
も
な
く
生
ま
れ
出
よ
う
と
し
て
い
た
社
会
主
義
中
国
　
卿



に
新
た
な
「
祖
国
」
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
日
本
、
つ
い
で
米
国
に
亡
命
し
た
も
の
の
中
に
は
台
湾

独
立
の
思
想
と
運
動
が
生
ま
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
二
・
二
八
事
件
に
お
け
る
本
省
人
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
不
満
の
爆
発
は
、
中
国
人
の
暴

政
に
対
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
反
抗
と
し
て
解
釈
さ
れ
た
。
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
説
の
誕
生
で
あ
る
。

　
戦
後
直
後
の
過
渡
期
に
お
け
る
本
省
人
・
外
省
人
集
団
の
「
族
群
化
」
過
程
を
本
省
人
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
概
観
す
る
と
以
上
の
よ

う
に
な
る
。
約
言
す
れ
ば
、
二
・
二
八
事
件
は
、
戦
後
台
湾
社
会
の
最
大
の
社
会
的
亀
裂
で
あ
る
「
省
籍
矛
盾
」
の
、
そ
し
て
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
発
動
機
の
一
つ
で
あ
る
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
、
歴
史
的
起
源
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、

外
省
人
の
側
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
台
湾
内
部
に
は
、
「
我
々
」
に
不
平
等
を
押
し
付
け
る
「
彼
ら
」
と
し
て
外
省
人
を
見
る
族
群
化
し

た
本
省
人
の
視
線
が
、
ま
た
台
湾
の
外
部
に
は
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
た
る
べ
き
台
湾
人
を
抑
圧
す
る
支
配
者
手
段
と
し
て
外
省
人
を
見
る
台

湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
視
線
が
、
戦
後
台
湾
社
会
に
お
け
る
外
省
人
の
存
在
形
態
の
与
件
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で

あ
る
。

128東洋文化研究5号

三
　
外
省
人
の
社
会
的
相
貌

　
（
一
）
　
外
省
人
の
移
住
者
数

　
国
民
党
軍
の
内
戦
敗
北
の
結
果
と
し
て
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
外
省
人
が
台
湾
に
や
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
十
分
に

根
拠
も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
百
万
か
ら
は
な
は
だ
し
く
は
二
百
万
と
い
う
数
字
が
、
枕
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
筆

者
自
身
も
有
力
な
根
拠
を
持
っ
た
数
字
を
示
せ
な
い
で
い
た
が
、
二
〇
年
以
上
も
前
に
十
分
な
根
拠
を
持
っ
た
推
計
が
行
わ
れ
て
い
る

の
を
よ
う
や
く
発
見
し
た
。
戦
後
初
期
の
台
湾
人
口
の
社
会
増
か
ら
、
こ
の
時
期
の
來
台
外
省
人
人
口
を
推
計
し
た
李
棟
明
の
研
究
で



（
1
6
）

あ
る
。

　
李
に
よ
れ
ば
、
戦
後
台
湾
の
人
口
統
計
は
、
四
七
年
か
ら
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
か
ら
五
五
年
ま
で
の
社
会
増
の
総
計
は
、
約

八
七
万
一
千
人
で
あ
る
（
内
戦
の
影
響
が
最
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
四
八
～
五
〇
年
の
三
年
間
で
は
約
七
一
万
人
）
。
こ
の
間
、

本
省
人
人
口
の
社
会
増
は
、
戦
後
台
湾
外
か
ら
帰
還
し
た
者
が
約
四
万
人
が
あ
る
の
み
な
の
で
、
こ
の
間
の
社
会
増
は
ほ
と
ん
ど
が
外

省
人
の
移
住
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
五
五
年
に
は
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
の
結
果
、
大
陸
沿
岸

の
大
陳
島
の
住
民
が
台
湾
に
移
住
し
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
五
年
の
社
会
増
の
数
字
が
中
国
内
戦
の
影
響
を
受
け
た
移
住
の

最
後
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
四
七
年
か
ら
五
五
年
の
社
会
増
の
総
計
が
、
中
国
内
戦
の
影
響
に
よ
る
外
省
人
の
台
湾
移
住
者
数
の
総
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
軍
籍
に
入
っ
て
い
る
軍
人
・
兵
士
を
含
ん
で
い
な
い
。
李
は
、
一
九
五
六
年
当
時
の
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

籍
在
籍
者
数
を
約
二
七
万
と
推
計
し
て
い
る
。
社
会
増
か
ら
の
推
計
と
合
わ
せ
る
と
約
百
十
万
人
程
度
と
な
る
が
、
こ
れ
に
は
本
省
人

で
新
た
に
入
隊
し
て
軍
籍
に
入
っ
た
者
、
外
省
人
男
性
と
結
婚
し
て
外
省
籍
に
入
っ
た
本
省
人
（
先
住
民
族
も
含
む
）
女
性
も
含
ま
れ

る
か
ら
、
來
台
外
省
人
数
の
総
計
は
、
百
数
万
人
程
度
と
し
て
お
く
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
ま
た
、
李
棟
明
は
、
戦
争
の
影
響
に
よ
る
台
湾
人
口
の
減
少
を
約
七
〇
万
と
推
計
し
て
い
る
。
内
訳
は
本
省
人
の
被
害
（
日
本
軍
に

従
軍
し
て
戦
病
死
、
戦
争
末
期
の
米
軍
爆
撃
に
よ
る
死
亡
な
ど
に
よ
る
）
に
よ
る
減
少
が
推
計
約
三
〇
万
人
（
一
九
四
〇
年
の
数
字
を

下
に
戦
争
前
の
自
然
増
加
率
の
ま
ま
増
加
し
た
と
し
て
計
算
し
た
四
七
年
の
数
字
と
四
七
年
の
実
際
の
数
字
と
の
差
）
、
台
湾
在
住
日

本
人
（
駐
屯
軍
を
含
ま
ず
）
の
引
き
上
げ
（
四
六
年
中
に
終
了
）
に
よ
る
も
の
が
約
四
〇
万
で
あ
る
。
日
本
の
戦
争
と
敗
戦
の
数
年
で

人
口
の
約
一
割
が
減
少
し
、
そ
れ
に
踵
を
接
し
た
中
国
内
戦
の
数
年
で
ま
た
そ
の
減
少
分
を
超
え
る
人
口
の
流
入
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
。
李
の
形
容
す
る
ご
と
く
戦
後
の
台
湾
に
は
ま
さ
に
「
人
口
の
台
風
」
が
吹
き
荒
れ
、
そ
の
多
重
族
群
社
会
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に

再
編
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
外
的
な
理
由
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
再
編
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
台
湾
と
い
う
地
域
が
か
か
え
る
周
縁
性
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を
想
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
（
二
）
　
來
台
外
省
人
の
出
身
地
、
性
別
・
年
齢
構
成
、
職
業
分
布
、
居
住
地
な
ど

　
李
棟
明
は
ま
た
、
五
三
年
の
農
復
会
の
調
査
や
五
六
年
と
六
六
年
に
実
施
さ
れ
た
セ
ン
サ
ス
の
結
果
な
ど
を
用
い
て
、
外
省
人
の
出

身
地
、
性
別
・
年
齢
構
成
、
職
業
分
布
、
居
住
地
な
ど
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
李
の
示
す
デ
ー
タ
か
ら
、
台
湾
に
定
住
す
る
こ

と
に
な
っ
た
外
省
人
の
社
会
的
相
貌
を
描
写
し
て
み
た
い
。

　
五
六
年
セ
ン
サ
ス
の
デ
ー
タ
か
ら
來
台
外
省
人
の
出
身
地
（
籍
貫
）
を
見
る
と
、
北
は
黒
龍
江
省
、
西
は
チ
ベ
ッ
ト
、
新
彊
、
モ
ン

ゴ
ル
と
、
中
国
全
土
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
沿
海
地
区
が
過
半
を
占
め
て
い
る
。
第
一
位
福
建
省
で
一
五
・
三
五
％
を
占
め
、

警
察
を
中
心
と
す
る
公
務
員
が
多
い
（
台
湾
と
母
語
を
共
通
す
る
も
の
が
多
い
た
め
か
と
李
は
推
測
し
て
い
る
）
。
第
二
位
は
、
蒋
介

石
の
出
身
地
の
漸
江
省
で
一
二
・
三
七
％
、
こ
れ
に
は
舟
山
列
島
と
大
陳
島
か
ら
国
民
党
軍
が
撤
退
し
て
時
に
台
湾
に
移
住
さ
せ
た
も

の
も
含
む
）
。
以
下
、
江
蘇
省
、
広
東
省
、
山
東
省
の
順
で
、
以
上
の
五
省
出
身
者
で
五
八
％
、
こ
れ
に
首
都
で
あ
っ
た
南
京
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

に
上
海
、
青
島
、
広
州
、
海
南
島
を
加
え
る
と
、
六
二
％
と
な
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
台
湾
に
渡
り
や
す
い
と
こ
ろ
、
逃
げ
や
す
い

と
こ
ろ
か
ら
た
く
さ
ん
来
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
辺
境
地
区
出
身
者
を
含
む
と
い
う
こ
と
は
、
チ
ベ
ッ
ト
族
、
満
州
族
、
モ
ン

ゴ
ル
族
。
回
族
な
ど
非
漢
族
も
含
む
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
も
南
京
市
や
そ
の
周
辺
に
所
在
し
た
政
府
お
よ
び
そ
の
関
係

機
関
に
勤
務
し
て
い
た
人
々
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
來
台
の
非
漢
族
も
含
め
て
外
省
人
と
み
な
さ
れ
る
　
　
こ
こ
に
も
族
群

化
現
象
が
現
れ
て
い
る
。

　
次
に
性
別
と
年
齢
構
成
を
見
よ
う
。
五
〇
年
代
は
、
性
別
比
率
（
女
性
一
〇
〇
人
に
対
す
る
男
性
数
）
が
著
し
く
高
く
、
年
齢
別
で

は
中
年
人
口
の
比
率
が
高
い
移
入
人
口
特
有
の
構
成
を
示
し
て
い
る
。
性
別
比
率
は
、
五
六
年
の
数
字
で
一
五
六
（
こ
れ
は
軍
籍
者
を
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除
い
て
い
る
の
で
そ
れ
を
加
え
る
と
二
三
〇
と
な
る
）
。
年
齢
別
で
は
、
三
五
～
六
〇
歳
の
年
齢
層
で
は
、
二
三
九
～
四
四
五
と
著
し

く
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
年
が
さ
か
の
ぼ
る
と
も
っ
と
大
き
い
は
ず
で
あ
る
。
六
五
年
の
数
字
で
は
、
軍
籍
者
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

え
な
い
数
字
で
全
年
齢
平
均
が
一
三
四
ま
で
落
ち
て
い
る
。

　
五
六
年
の
数
字
で
年
齢
構
成
を
見
る
と
、
本
省
人
が
平
常
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
近
い
（
た
だ
し
、
戦
争
の
影
響
で
の
二
〇
～
二
四
歳

台
の
男
性
が
凹
ん
で
い
る
）
が
、
外
省
人
は
三
〇
～
三
四
歳
台
が
最
高
で
中
年
が
膨
ら
む
形
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
年
の

数
字
で
、
外
省
人
の
九
歳
以
下
、
特
に
0
～
四
歳
台
人
口
が
三
〇
～
三
四
歳
台
よ
り
多
く
か
つ
男
女
均
衡
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
来
台
以
後
の
安
定
し
た
日
々
の
訪
れ
で
青
年
・
中
年
の
年
齢
層
の
外
省
人
が
結
婚
・
生
育
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

わ
れ
る
。
六
六
年
の
セ
ン
サ
ス
の
数
字
で
は
青
少
年
の
比
率
が
増
加
し
て
い
る
。
前
記
の
生
育
年
齢
外
省
人
の
男
女
比
か
ら
す
れ
ば
、

こ
れ
は
外
省
人
男
性
と
本
省
人
女
性
（
先
住
民
族
を
含
む
）
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
省
籍
間
の
通
婚
が
進
ん
だ
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
な
二
・
二
八
事
件
を
経
た
本
省
人
側
の
族
群
意
識
か
ら
す
れ
ば
、
五
〇
年
代
ま
で
の
省
籍
間
通
婚
は
、
後

に
し
だ
い
に
増
え
て
き
た
高
学
歴
本
省
人
と
同
窓
生
の
外
省
人
女
性
の
通
婚
と
ち
が
っ
て
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
階
層
の
本
省
人
女

性
と
先
住
民
族
女
性
を
退
役
軍
人
・
兵
士
な
ど
の
外
省
人
男
性
が
嬰
る
形
が
多
か
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
対
日

戦
争
や
そ
れ
に
接
ぐ
共
産
党
と
の
内
戦
の
中
で
の
転
戦
、
流
転
の
歳
月
の
後
、
米
国
の
全
面
的
防
衛
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
守
ら
れ
、
豊

か
な
農
業
生
産
力
を
持
つ
台
湾
島
に
、
外
省
人
の
多
く
は
、
き
わ
め
て
良
好
な
生
息
の
地
を
得
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
三
）
　
職
業
構
成

職
業
構
成
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
前
記
一
九
五
三
年
中
国
農
村
復
興
連
合
会
（
農
復
会
）
調
査
お
よ
び
一
九
六
七
年
台
湾
人
口
研
究

セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
と
も
に
中
華
民
国
中
央
政
府
・
軍
と
と
も
に
來
台
し
た
と
い
う
移
住
の
経
緯
を
そ
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の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
省
人
の
職
業
構
成
は
公
務
員
を
含
む
第
三
次
産
業
が
最
大
の
割
合
で
、
つ
い

で
日
本
企
業
な
ど
を
接
収
し
て
形
成
さ
れ
た
公
営
企
業
が
主
で
あ
る
第
二
次
部
門
、
農
業
な
ど
第
一
次
部
門
は
極
め
て
少
な
い
。

　
た
だ
、
六
七
年
の
人
口
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
は
、
遷
占
者
国
家
論
の
観
点
か
ら
興
味
深
い
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
る
。
外
省
人
男
性

の
職
業
中
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
保
安
服
務
業
」
（
軍
事
・
警
察
・
消
防
な
ど
）
で
三
一
・
五
％
、
つ
い
で
「
公
務
自
由
業
」
で
二

五
・
七
％
、
両
者
合
わ
せ
て
四
分
の
三
以
上
と
な
る
。
一
方
、
「
保
安
服
務
業
」
全
体
に
占
め
る
割
合
で
見
る
と
、
外
省
人
が
八
二
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塞
）

本
省
人
は
一
八
％
。
「
公
務
自
由
業
」
全
体
で
は
、
外
省
人
が
三
四
％
、
本
省
人
が
六
六
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
六
〇
年
代
の
数
字
で
あ

る
が
、
五
〇
年
代
に
こ
れ
ら
に
お
け
る
外
省
人
の
比
率
が
こ
れ
よ
り
低
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
時
期
ま
で
、
外
省
人
の
監
視

と
管
理
の
下
で
本
省
人
が
生
き
て
い
る
と
い
う
遷
占
者
国
家
的
な
族
群
関
係
の
構
図
が
こ
こ
に
も
明
白
に
出
て
い
る
。

　
別
角
度
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
国
民
党
党
員
総
数
に
占
め
る
外
省
人
の
割
合
は
、
五
二
年
七
三
・
九
％
、
六
九
年
六
〇
・
六
％
で
、

民
主
化
が
始
ま
っ
て
い
る
九
〇
年
で
も
三
一
・
九
％
と
、
総
人
口
に
占
あ
る
外
省
人
の
割
合
よ
り
も
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
外
省

人
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
同
じ
年
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
三
二
・
○
％
、
二
五
・
六
％
、
二
九
・
二
％
と
四
分
の
一
か
ら
三
分
の
一

　
　
　
　
（
2
5
）

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
戦
後
台
湾
の
遷
占
者
国
家
の
組
織
的
中
核
で
あ
る
党
国
体
制
を
支
え
る
人
員
の
主
た
る
供
給
源
が

外
省
人
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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（
四
）
　
外
省
人
の
居
住
分
布
と
そ
の
変
遷

　
右
の
事
情
を
反
映
し
て
、
外
省
人
は
都
市
と
そ
の
周
辺
に
集
住
し
て
い
る
。
李
棟
明
に
よ
れ
ば
、
外
省
人
人
口
の
う
ち
省
轄
市
（
台

湾
省
の
管
轄
の
都
市
、
こ
の
時
点
で
は
後
に
行
政
治
院
直
轄
市
に
な
っ
た
台
北
市
、
高
雄
市
を
含
む
）
居
住
者
の
外
省
人
総
数
に
対
す

る
割
合
は
、
五
六
年
が
五
六
・
二
％
、
六
五
年
が
四
七
・
六
％
で
あ
る
が
、
農
村
地
帯
に
設
け
ら
れ
る
行
政
単
位
で
あ
る
「
郷
」
レ
ベ



ル
の
居
住
者
の
割
合
（
先
住
民
族
地
域
に
設
け
ら
れ
た
山
地
郷
を
含
む
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
・
五
％
、
一
六
・
五
％
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
省
人
に
つ
い
て
同
じ
数
字
を
見
る
と
、
省
轄
市
に
つ
い
て
一
五
・
六
％
、
一
七
・
九
％
、
郷
に
つ
い
て
四
七
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

％
、
四
四
・
九
％
で
あ
る
。
具
体
的
地
名
を
あ
げ
て
み
る
と
、
六
五
年
の
数
字
で
、
台
北
市
を
中
心
と
す
る
半
径
三
〇
キ
ロ
メ
；
ト
ル

内
に
外
省
人
人
口
の
約
半
数
（
約
八
〇
万
）
が
住
み
、
高
雄
市
を
中
心
と
す
る
半
径
四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
に
同
じ
く
五
分
の
一
が
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

み
、
台
中
市
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。
こ
の
他
、
軍
施
設
の
多
い
（
し
た
が
っ
て
「
春
村
」
も
多
い
）
桃
園
県
で
は
、
外
省
人
人
口
は
、

五
〇
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
五
五
年
に
四
六
九
、
六
五
年
に
七
七
四
と
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
軍
人
・
兵
士
が
結
婚
す
る
と
戸
籍

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
戸
籍
制
度
が
父
系
単
系
主
義
な
の
で
、
妻
が
本
省
人
で
あ
れ
ば
（
前
記
の
よ
う
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

の
可
能
性
が
高
い
）
外
省
籍
に
入
り
、
生
ま
れ
た
子
も
外
省
籍
に
入
る
と
う
事
情
が
背
後
に
あ
る
。

　
「
春
村
」
と
は
、
五
六
年
か
ら
政
府
が
建
設
・
設
置
し
て
い
っ
た
軍
人
家
族
を
集
住
さ
せ
た
集
合
住
宅
区
で
あ
る
。
春
村
は
六
七
年

ま
で
一
〇
期
に
分
け
て
建
設
が
行
わ
れ
、
こ
の
年
、
全
台
湾
の
春
村
居
住
世
帯
数
は
八
万
七
千
二
百
五
八
戸
で
あ
り
、
一
家
族
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

家
族
数
が
平
均
五
人
と
す
る
と
、
当
時
の
外
省
人
数
の
約
四
分
の
一
が
、
春
村
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
の
外
省
人
は
多
く
都
市
に
住
み
、
農
村
地
域
は
ほ
と
ん
ど
本
省
人
と
い
う
事
情
は
、
居
住
地
域
を
主
た
る
産

業
別
に
見
た
場
合
の
デ
ー
タ
と
も
符
合
し
て
い
る
。
第
三
次
産
業
地
域
に
住
む
外
省
人
人
口
の
割
合
は
、
五
六
年
に
外
省
人
総
数
の
六

五
・
八
％
、
六
五
年
に
五
五
％
を
占
め
、
第
二
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
七
・
六
％
、
二
二
・
五
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

て
本
省
人
は
、
第
一
産
業
地
域
が
、
同
じ
年
度
で
見
て
そ
れ
ぞ
れ
六
九
・
三
％
、
六
五
・
五
％
で
あ
っ
た
。

　
外
省
人
の
都
市
集
住
の
唯
一
の
例
外
は
、
東
部
の
台
東
県
と
中
部
南
投
県
の
山
地
郷
に
外
省
人
の
集
住
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ

は
五
〇
年
代
前
半
に
米
国
の
圧
力
で
始
ま
っ
た
過
剰
兵
力
の
削
減
政
策
で
退
役
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
兵
士
（
「
栄
民
」
と
称
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

た
）
を
入
植
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
山
地
に
入
植
し
た
兵
士
の
絶
対
数
は
も
ち
ろ
ん
多
く
は
な
い
。
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四
　
結
び

　
表
1
．
は
、
六
五
年
の
デ
ー
タ
に
よ
り
、
外
省
人
人
口
が
三
〇
％
以
上
を
占
め
る
郷
・
鎮
お
よ
び
省
轄
市
な
い
の
区
を
列
挙
し
た
も

の
で
、
「
備
考
」
に
は
李
棟
明
が
推
定
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
外
省
人
の
比
率
が
高
い
理
由
が
記
し
て
あ
る
。

　
こ
の
表
の
デ
ー
タ
は
、
3
．
に
示
し
た
各
種
統
計
デ
ー
タ
の
示
す
と
こ
ろ
と
符
合
す
る
と
と
も
に
、
戦
後
台
湾
国
家
の
遷
占
者
と
し

て
の
、
外
省
人
の
台
湾
社
会
に
お
け
る
相
貌
を
、
よ
り
具
体
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
遷
占
者
国
家
の
頂
点
に
君
臨
す
る
領
袖

蒋
介
石
は
、
「
臨
時
首
都
」
台
北
市
の
郊
外
の
景
勝
地
に
政
治
警
察
の
施
設
と
と
も
に
特
別
の
行
政
区
画
を
作
っ
て
自
己
隔
離
し
、
党

国
体
制
の
エ
リ
ー
ト
は
、
台
北
市
の
中
心
地
域
の
高
級
住
宅
地
に
居
住
し
て
領
袖
を
直
接
に
支
え
、
国
家
機
構
の
底
辺
を
担
う
軍
人
・

兵
士
と
そ
の
家
族
は
、
春
村
に
集
住
し
て
エ
リ
ー
ト
の
管
理
を
受
け
つ
つ
、
軍
事
施
設
や
要
地
を
守
る
と
い
う
構
図
が
見
え
て
く
る
。

　
一
方
、
本
省
人
が
厚
く
根
を
張
る
農
村
地
域
に
は
、
外
省
人
は
生
産
者
と
し
て
は
入
り
込
ん
で
い
け
な
か
っ
た
。
政
府
の
後
押
し
で

わ
ず
か
の
「
栄
民
」
が
山
地
郷
に
入
植
し
た
と
い
う
事
実
は
、
か
え
っ
て
こ
の
事
実
を
如
実
に
語
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
植
民
地
統

治
時
期
と
同
じ
で
あ
る
。
植
民
地
時
期
、
日
本
当
局
が
実
施
し
た
日
本
本
国
か
ら
の
農
業
移
民
は
、
「
本
島
人
」
が
早
く
か
ら
定
着
し

て
い
る
台
湾
の
西
部
地
域
で
は
あ
え
な
く
失
敗
し
、
や
や
定
着
を
見
た
の
は
、
農
業
開
発
が
遅
れ
て
い
た
東
部
に
お
い
て
の
み
で
あ
っ

た
。　

人
口
学
的
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
見
る
と
、
中
国
内
戦
と
と
も
に
台
湾
社
会
に
来
襲
し
た
「
人
口
の
台
風
」
の
お
さ
ま
っ
た
後
の
台
湾

社
会
の
大
ま
か
な
相
貌
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。
だ
が
、
実
際
は
遷
占
者
国
家
が
こ
の
上
に
形
成
・
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
貌
の
形
成
に
、
遷
占
者
国
家
は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か
が
、
次
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

東洋文化研究5号



表1外省人人口が三割以上を占める郷鎮・区

外省人人口の比率（％）
備考：外省人人口比率の多い理由郷鎮・区の名称

1955年末 1965年末

大安区（台北市） 66．5 66．1 高級住宅地、著名な高等学府の所在地

永和鎮（台北県） 一＊ 62 台北市主要住宅地に隣接

左営区（高雄市） 48．1 56．8 最重要の海軍基地の所在地

古亭区（台北市） 56．2 53．6
マンション式住宅が多く、著名な高等学府の

轄ﾝ地

信義区（基隆市） 44．9 48．3 新興住宅地

城中区（台北市） 54．8 47．1 政治・文化・教育・商業中心地

松山区（台北市） 33．8 45．6 工業区、新興住宅地

中和郷（台北県） 32．7 43 台北市郊外緊急時非難住宅地

木柵郷（台北県） 20．3 42．7
中央行政機構緊急時事務用地、文化・教育施

ﾝ所在地

景美鎮（台北県） 23．5 38．7 台北市に隣接する住宅・工業地区

中正区（基隆市） 37．4 38．5 港湾施設・漁業区・住宅地

新店鎮（台北県） 29．4 37．9 台北市郊外景勝地、轡村多し

中山区（台北市） 41．7 36．9 新興住宅地

前鎮区く高雄市） 41．8 35 工業区、漁港

鳳山鎮（高雄県） 24．2 33．4 陸軍訓練センター及び県政府所在地

東　区（高雄市） 34 32．4 新興住宅地（春村多し）、有名校所在地

岡山鎮（高雄県） 30．2 32．3 空軍訓練センター及び空軍基地所在地

北　区（台中市） 30．4 31．3 新興住宅地（春村多し）

北　区（台南市） 21．3 30．4 新興住宅地（春村多し）及び工業区

中山区（基隆市） 31．5 30 水陸交通の要所

北投鎮（陽明山） 23．3 30 台北市郊外行楽地及び高級住宅地＊＊

出典）　李棟明「居台外省籍人口之組成與分布」（『台北文献』直字第11－12合刊、1970年6

　月）、83頁、表12。

注）　＊　この年はまだ中和郷内にあった。（原注）

　＊＊　陽明山地区は、蒋介石の官邸及び政治警察の本部などが置かれ、「陽明山管理局」

　　　と称する組織によって特別の管理が行われていた。（引用者）
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＊
小
稿
は
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
「
戦
後
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
秩
序
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
二
年
　
鵬

度
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

号郷圃刻洋東

注
（
1
）
　
台
湾
は
一
九
世
紀
末
よ
り
半
世
紀
に
わ
た
り
日
本
の
植
民
地

　
　
だ
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
敗
北
と
と
も
に
、

　
　
一
九
四
五
年
中
華
民
国
台
湾
省
に
編
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

　
　
の
四
年
後
、
中
国
大
陸
で
の
国
共
内
戦
で
中
国
共
産
党
が
勝
利

　
　
し
て
中
華
人
民
共
和
国
を
樹
立
、
敗
れ
た
中
国
国
民
党
は
、
四

　
　
九
年
末
中
華
民
国
中
央
政
府
を
台
湾
に
移
転
し
た
。
翌
五
〇
年

　
　
朝
鮮
戦
争
勃
発
と
と
も
に
、
米
国
が
台
湾
海
峡
に
介
入
し
、
国

　
　
民
党
政
権
に
肩
入
れ
し
た
。
以
後
台
湾
海
峡
を
隔
て
た
台
湾
海

　
　
峡
両
岸
の
政
治
的
分
裂
は
固
定
し
、
台
湾
に
は
「
中
華
民
国
」

　
　
を
名
乗
る
国
家
が
今
日
ま
で
事
実
上
存
続
し
て
い
る
。
こ
れ
を

　
　
戦
後
台
湾
国
家
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
戦
後
台
湾
国
家

　
　
の
実
効
支
配
領
域
は
、
地
理
的
に
通
常
台
湾
と
称
さ
れ
る
台
湾

　
　
本
島
と
膨
湖
諸
島
に
加
え
て
中
国
大
陸
沿
岸
の
金
門
島
、
馬
祖

　
　
島
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
後
者
を
含
む
こ
と
は
、
戦
後
台
湾
国

　
　
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
複
雑
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。

（
2
）
　
「
遷
占
者
国
家
」
の
訳
語
は
、
ワ
イ
ツ
ァ
ー
の
．
ω
9
二
臼

　
　
ω
訂
8
．
に
対
す
る
張
茂
桂
の
中
国
語
訳
を
そ
の
ま
ま
借
用
し

　
　
た
（
張
茂
桂
「
羅
那
・
維
惹
著
『
遷
占
者
国
家
的
輔
型
』
評
介
」
、

　
　
『
国
家
政
策
隻
週
刊
』
第
六
三
期
、
　
一
九
九
三
年
、
　
一
四
－
一

　
　
五
頁
）
。

（
3
）
ヵ
8
巴
α
毛
興
N
Φ
戸
ぎ
§
魯
、
§
ミ
の
⑩
ミ
ミ
の
器
誤
、

　
　
O
o
§
§
袋
§
h
9
ミ
N
ミ
§
風
ミ
ミ
§
ミ
⑦
恥
ミ
ミ
鳴
§

　
　
さ
識
言
§
ミ
N
§
織
自
謡
織
N
賊
§
守
＆
こ
魯
d
三
く
①
「
匹
蔓
o
噛

　
　
O
巴
蹴
o
ヨ
冨
即
①
ω
の
し
8
0
°
b
．
謹
．

（
4
）
　
さ
ら
に
注
釈
を
付
け
加
え
れ
ば
、
遷
占
者
国
家
は
、
植
民
地

　
　
国
家
と
は
異
な
る
。
植
民
地
は
前
記
（
イ
）
の
条
件
を
満
た
す

　
　
が
（
ロ
）
に
欠
け
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
四

　
　
五
年
の
台
湾
に
は
、
台
湾
総
督
府
が
統
治
す
る
植
民
地
国
家
で

　
　
あ
っ
た
が
、
そ
の
台
湾
総
督
府
は
東
京
の
中
央
政
府
の
コ
ン
ト

　
　
ロ
ー
ル
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
植
民
者
集
団
が
何
ら
か
の
形

　
　
で
植
民
地
国
家
を
母
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
離
脱
さ
せ
、
か

　
　
つ
土
着
集
団
に
対
す
る
優
越
を
保
持
し
つ
づ
け
る
な
ら
遷
占
者

　
　
国
家
が
成
立
す
る
。
た
と
え
ば
植
民
地
被
支
配
民
族
の
民
族
解



　
　
放
を
伴
わ
な
い
少
数
白
人
殖
民
者
に
よ
る
植
民
地
独
立
で
あ
っ

　
　
た
ロ
ー
デ
シ
ア
が
そ
の
例
で
あ
る
。

（
5
）
　
台
湾
史
上
の
国
家
で
一
見
遷
占
者
国
家
に
類
似
す
る
も
の
に

　
　
鄭
氏
政
権
が
あ
る
。
鄭
氏
政
権
は
、
明
末
中
国
の
東
南
海
上
に

　
　
覇
を
唱
え
た
武
装
交
易
集
団
を
率
い
て
清
朝
に
対
抗
し
た
鄭
成

　
　
功
が
、
南
京
攻
略
に
敗
れ
た
あ
と
、
台
湾
南
部
に
拠
る
オ
ラ
ン

　
　
ダ
勢
力
を
駆
逐
し
樹
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
大
陸
で
の
覇

　
　
権
争
い
に
敗
れ
台
湾
に
割
拠
し
た
と
い
う
点
で
四
九
年
以
降
に

　
　
類
似
す
る
が
、
実
際
に
は
台
湾
南
部
を
統
治
し
た
に
す
ぎ
ず
、

　
　
土
着
集
団
（
こ
の
場
合
は
先
住
民
族
）
と
の
関
係
も
、
遷
占
者

　
　
国
家
概
念
が
前
提
と
す
る
よ
う
な
密
度
の
相
互
作
用
が
あ
っ
た

　
　
わ
け
で
は
な
い
。
襲
宜
君
は
、
戦
後
台
湾
の
国
民
党
政
権
に
つ

　
　
い
て
「
外
来
の
殖
民
政
権
」
と
い
う
性
格
付
け
に
反
対
し
て
、

　
　
こ
れ
を
台
湾
に
移
転
し
て
国
を
立
て
た
（
「
遷
移
立
国
」
）
「
移

　
　
入
政
府
」
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
（
聾
宜
君
『
「
外
来
政
権
」
與

　
　
本
土
社
会
』
、
稲
郷
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
二
四
－
二
六
頁
）
。

（
6
）
≦
Φ
冒
Φ
び
8
°
9
°
り
署
．
・
。
①
1
・
。
。
。
°

（
7
）
　
若
林
正
丈
は
、
戦
後
台
湾
国
家
の
政
治
体
制
の
性
格
を
、
比

　
　
較
政
治
学
に
い
う
権
威
主
義
的
政
治
体
制
の
一
種
で
あ
る
と
し
、

　
　
そ
の
組
織
的
特
質
を
鄭
敦
仁
の
議
論
に
従
っ
て
、
擬
似
レ
ー
ニ

　
　
ン
主
義
的
パ
ー
テ
ィ
ス
テ
ー
ト
（
略
称
党
国
体
制
）
と
規
定
し

　
　
た
。
党
が
政
府
・
軍
を
指
導
す
る
一
元
的
支
配
の
体
制
を
組
織

　
　
の
形
式
上
と
る
も
の
の
、
共
産
国
家
と
こ
と
な
り
不
徹
底
で
あ

　
　
る
た
め
に
、
「
擬
似
的
」
と
す
る
（
若
林
『
台
湾
　
分
裂
国
家

　
　
と
民
主
化
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
序
章
、
参
照
）
。

　
　
さ
ら
に
、
こ
の
党
国
体
制
の
確
立
が
行
わ
れ
た
五
〇
年
代
初
め

　
　
の
国
民
党
の
「
改
造
」
過
程
を
実
証
的
に
研
究
し
た
松
田
康
博

　
　
は
、
国
民
党
の
党
国
体
制
が
、
各
級
・
各
種
国
家
組
織
に
設
け

　
　
ら
れ
た
党
の
組
織
が
組
織
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
党
の
国

　
　
家
組
織
へ
の
統
制
が
行
わ
れ
た
（
組
織
独
裁
型
の
党
国
体
制
）

　
　
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
国
家
組
織
の
首
長
が
有
力
党
員
で
あ
り
、

　
　
国
家
・
軍
の
最
高
指
導
者
で
も
あ
る
党
の
最
高
領
袖
た
る
蒋
介

　
　
石
が
、
こ
れ
ら
有
力
党
員
を
掌
握
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た

　
　
こ
と
に
よ
っ
て
有
効
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
、
台
湾
の

　
　
党
国
体
制
は
、
領
袖
独
裁
型
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
松
田
康
博

　
　
「
中
国
国
民
党
の
『
改
造
』
ー
領
袖
・
党
・
政
府
」
、
慶
応
義

　
　
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
二
一
号
、

　
　
一
九
九
四
年
、
参
照
）
。

（
8
）
　
台
湾
の
社
会
が
そ
の
地
理
的
歴
史
的
周
縁
性
ゆ
え
に
重
層
的

　
　
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
多
重
族
群
社
会
と

　
　
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
（
「
族
群
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
注
（
1
3
）

　
　
を
参
照
）
。
ま
ず
、
　
七
世
紀
初
頭
か
ら
本
格
化
し
て
中
国
大

　
　
陸
か
ら
の
漢
族
移
住
で
漢
族
（
福
倦
人
と
客
家
人
）
・
先
住
民

　
　
族
の
間
に
前
者
が
後
者
に
優
越
す
る
形
で
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
境
界

　
　
が
形
成
さ
れ
た
。
ま
た
も
と
も
と
の
文
化
的
差
異
（
福
姥
語
と

　
　
客
家
語
）
と
と
も
に
台
湾
へ
の
移
住
時
期
や
条
件
の
違
い
か
ら

　
　
清
朝
時
代
に
は
福
倦
人
と
客
家
人
の
間
に
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
争

　
　
闘
が
頻
発
し
た
。
日
本
植
民
地
統
治
時
期
に
は
福
倦
人
も
客
家
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人
も
統
治
民
族
の
日
本
人
に
対
し
て
基
本
的
に
同
じ
位
置
に
置

　
　
か
れ
共
通
の
「
台
湾
意
識
」
が
萌
芽
し
た
。
戦
後
、
日
本
人
が

　
　
去
っ
て
多
数
の
外
省
人
が
台
湾
に
移
住
し
た
こ
と
は
、
多
重
族

　
　
群
社
会
の
大
き
な
再
編
で
あ
っ
た
。
外
省
人
・
本
省
人
関
係
が

　
　
問
題
と
な
る
場
合
（
「
省
籍
矛
盾
」
）
に
は
、
本
省
人
内
の
福
倦

　
　
人
と
客
家
の
境
界
は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
し
か

　
　
し
、
民
主
化
と
と
も
に
本
省
人
の
政
治
的
地
位
が
上
が
る
と
、

　
　
小
数
族
群
で
あ
る
客
家
人
の
存
在
も
ま
た
新
た
な
選
挙
政
治
の

　
　
環
境
下
で
次
第
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
主
化
は
い

　
　
わ
ば
「
政
治
の
族
群
化
」
を
伴
い
、
こ
の
面
か
ら
も
ア
イ
デ
ン

　
　
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
表
面
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
る

　
　
わ
け
で
あ
る
。

（
9
）
　
若
林
正
丈
「
分
裂
国
家
の
統
治
ー
台
湾
の
戦
後
　
　
」

　
　
（
『
講
座
東
ア
ジ
ア
近
現
代
史
　
第
五
巻
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇

　
　
二
年
、
第
五
章
）
、
同
「
台
湾
海
峡
の
変
容
　

『
ア
メ
リ
カ

　
　
の
平
和
』
の
デ
ィ
レ
ン
マ
」
（
『
岩
波
講
座
　
世
界
歴
史
　
2
7
』

　
　
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
。

（
1
0
）
　
松
田
康
博
、
一
九
九
四
年
、
前
掲
論
文
、
同
「
中
国
国
民
党

　
　
の
地
方
統
制
試
論
　
　
一
九
五
〇
年
代
初
頭
の
台
湾
を
中
心
に
」
、

　
　
小
島
朋
之
・
家
近
亮
子
編
『
歴
史
の
中
の
中
国
政
治
　
近
代
と

　
　
現
代
』
勤
草
書
房
、
　
一
九
九
九
年
）
、
同
「
蒋
経
国
に
よ
る
特

　
　
務
組
織
の
再
編
　
　
特
務
工
作
統
括
機
構
の
役
割
を
中
心
に
」

　
　
（
『
日
本
台
湾
学
会
報
』
第
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
同
「
台
湾

　
　
に
お
け
る
一
党
独
裁
体
制
の
成
立
ー
国
民
党
・
国
府
の
台
湾

　
　
撤
退
と
そ
の
再
生
」
（
『
法
学
研
究
』
（
慶
懸
義
塾
大
学
法
学
研

　
　
究
会
）
第
七
五
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）
、
松
本
充
豊
『
中

　
　
国
国
民
党
の
「
党
営
」
の
研
究
（
現
代
中
国
叢
書
×
×
×
H
×
）
』

　
　
（
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、
二
〇
〇
二
年
）
、
渡
辺
剛
「
戦
後
台
湾
の

　
　
官
吏
制
度
と
党
政
関
係
」
（
『
日
本
台
湾
学
会
報
』
第
二
号
、
二

　
　
〇
〇
〇
年
）
な
ど
。

（
1
1
）
　
若
林
正
丈
、
一
九
九
二
年
、
前
掲
書
、
第
三
章
第
二
節
。

（
1
2
）
　
何
義
麟
「
『
国
語
』
の
転
換
を
め
ぐ
る
台
湾
人
エ
ス
ニ
シ
テ

　
　
ィ
の
政
治
化
」
（
『
日
本
台
湾
学
会
報
』
第
一
号
、
一
九
九
九
年
）

　
　
九
四
頁
。

（
1
3
）
　
「
族
群
」
と
は
、
八
〇
年
代
後
半
以
降
台
湾
の
学
界
、
さ
ら

　
　
に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
、
Φ
窪
三
〇
σ
q
δ
ロ
O
な
い
し
①
葺
三
①

　
　
の
中
国
語
の
訳
語
と
し
て
定
着
し
て
き
た
語
で
あ
る
。
日
本
語

　
　
で
は
こ
れ
ら
の
語
の
漢
語
訳
が
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

　
　
ま
た
台
湾
の
状
況
と
の
感
覚
的
な
つ
な
が
り
を
保
つ
の
に
も
役

　
　
立
つ
の
で
、
筆
者
の
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ

　
　
ク
ス
研
究
に
お
い
て
は
、
限
定
的
な
が
ら
こ
の
用
語
を
使
用
す

　
　
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

（
1
4
）
　
王
甫
昌
「
光
復
後
台
湾
族
群
意
識
的
形
成
」
（
『
歴
史
』
第
一

　
　
三
一
号
、
一
九
九
八
年
一
二
月
号
）
三
一
頁
。

（
1
5
）
　
二
・
二
八
事
件
を
こ
う
し
た
観
点
か
ら
詳
細
に
検
討
し
な
お

　
　
し
た
研
究
と
し
て
、
何
義
麟
「
台
湾
人
の
政
治
社
会
と
二
・
二

　
　
八
事
件
　
　
脱
植
民
地
化
と
国
民
統
合
の
葛
藤
」
（
東
京
大
学

　
　
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
論
文
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。
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（
1
6
）
　
李
の
研
究
に
筆
者
の
注
意
を
喚
起
し
た
の
は
、
の
ま
℃
ゴ
四
コ
①

　
　
O
o
『
o
鼠
戸
、
弓
巴
≦
鋤
昌
．
ω
．
．
］
≦
曳
巳
四
口
α
臼
゜
。
唱
。
Z
Φ
≦
↓
巴
≦
甲

　
　
コ
Φ
ω
Φ
つ
層
、
－
ぎ
ω
け
9
＝
き
Φ
O
o
『
2
頃
a
．
噛
さ
§
o
置
8
9
叫
書

　
　
壽
ミ
鳶
、
〉
ミ
識
§
ミ
蕊
§
ミ
噂
黛
§
織
嚇
書
の
§
§
討
甘
鳩
優

　
　
〉
貯
竃
寒
賊
ミ
斜
§
」
＜
【
°
国
．
ω
7
費
O
ρ
Z
Φ
≦
く
O
円
置
N
O
O
卜
。
°
で
あ

　
　
る
。

（
1
7
）
　
李
棟
明
「
光
復
後
台
湾
人
口
社
会
増
加
之
探
討
」
（
『
台
北
文

　
　
献
』
直
字
第
九
1
↓
○
合
刊
、
↓
九
六
九
年
一
二
月
）
、
二
二

　
　
四
－
二
二
六
頁
。

　
　
　
李
棟
明
「
居
台
外
省
籍
人
口
之
組
成
與
分
布
」
（
『
台
北
文
献
」

　
　
直
字
第
＝
1
一
二
合
刊
、
一
九
七
〇
年
六
月
）
、
六
六
頁
。

A　　A　　A　　A
29　28　27　26
）　　）　　）　　）

　　　　　　　　tA　　　A　　　A　　　A　　　A　　　　　　　　　　

2524232221　20　19　　　18
）　　）　　）　　）　　）　　 ）　　 ）　　　　　　　　）

　
李
棟
明
、
一
九
六
九
年
、
前
掲
、
二
二
一
頁
。

　
同
前
、
二
一
七
頁
。

　
李
棟
明
、
一
九
七
〇
年
、
前
掲
、
六
三
頁
。

　
同
前
、
六
六
頁
。

　
同
前
、
七
一
－
七
三
頁
。

　
同
前
、
六
七
ー
七
二
頁
。

　
襲
宜
君
『
「
外
来
政
権
」
與
本
土
社
会
』
（
稲
郷
出
版
社
、
台

北
、
一
九
九
八
年
）
二
二
二
頁
。

　
李
棟
明
、
　
一
九
七
〇
年
、
前
掲
、
七
九
頁
。

　
同
前
、
八
四
頁
。

　
同
前
、
七
六
頁
。

　
六
七
年
に
行
わ
れ
た
「
全
省
第
二
次
生
育
力
調
査
」
に
よ
れ

ば
、
夫
が
外
省
籍
で
あ
る
女
性
は
、
平
均
三
・
二
三
人
の
子
女

　
　
を
成
育
し
て
い
る
（
同
前
、
七
九
頁
）
。

（
3
0
）
　
襲
宜
君
、
前
掲
、
八
四
頁
。

（
3
1
）
　
李
棟
明
、
一
九
七
〇
年
、
前
掲
、
七
九
頁
。

（
3
2
）
　
同
前
、
七
五
一
七
六
頁
。

キ
ー
・
ワ
ー
ド
　
遷
占
者
国
家
、
多
重
族
群
社
会
、
外
省
人
、
本
省

　
　
　
　
　
　
人
、
党
国
体
制

139　　戦後台湾遷占者国家における「外省人」　　若林



Waishengren　in　Post－war　Taiwan’s　Settler　State：［A］（a）

Preliminary　Study　on　the　Restructuring　Process　of　Taiwan’s

Multi－ethnic　Society

Masahiro　WAKABAYASHI

Key　words：　settler　state，　multi－ethnic　society，

benshengren，　KMT’s　party－state　system

waishengren，

　　It　is　a　well－known　fact　that　identity　politics　emerged　in　Taiwan

following　its　political　democratization．　Competing　notions　and

discourses　concerning　the　identity　of　Taiwan’s　polity　are　vying　for

political　support．　This　can　be　better　understood　in　the　context　of

post－war　years，　when　the　Taiwall　state　was　reconstructed　as　a“set－

tler　state”（in　Ronald　Weitzer’s　term）by　the　Chinese　Nationalist

Party（the　Kuomintang：KMT）．　KMT’s　retreat　to　Taiwan　after　its

defeat　in　the　Civil　War　against　the　Chinese　Communists

restructured　Taiwan’s　multi－ethnic　society　by　bringing　in　a　new

“ethnic”group，　the　Mainlanders．　The　Mainlanders　or　Waishengren

（literally　people　of　outer　provinces），　who　fled　with　the　KMT　regime

to　Taiwan，　also　monopolized　the　core　positions　of　the　settler　state．

Although　this　is　a　widely　recognized　fact，　academic　studies

concerning　this　situation　and　the　role　of　Waishengren　in　post－war

Taiwan　remain　limited．　This　study　is　a　preliminary　effort　to

contribute　to　the　existing　researches　on　Waishengren．　It　first　shows

that　a　deep　ethnic　division　between　Waishengren　and　Benshengren

（literally　people　of　this　province）was　formed　as　a　result　of　Bensh

engren’s　uprising　against　the　KMT－led　Taiwan　provincial

government，　on　February　28，1947，　and　the　subsequent　harsh

suppression　which　claimed　between　180，00　and　28，0001ives（the

February　28　1ncident）．　Based　on　the　demographic　data　of

Waishengren，　the　study　then　provides　a　rough　picture　of　the　social

V



outlook　of　Waishengren　during　the　early　years　of　their　settlement

in　Taiwan．

・
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